
      

緑
の
丘
に
も
暖
か
な
風
が
吹

き
、
校
庭
の
樹
木
や
花
々
も
一
斉

に
目
を
吹
き
出
し
、
生
き
る
も
の

す
べ
て
に
生
命
の
息
吹
み
な
ぎ
る

希
望
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
、
本
日
こ
の
良
き

日
に
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
並

び
に
保
護
者
の
皆
様
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
平
成
三
十
年
度
珠
洲
市
立

緑
丘
中
学
校
第
五
十
一
回
入
学
式
を
挙
行
で
き
ま
す

こ
と
を
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
五
十
一
回
の
入
学
式
に
入
学
さ
れ
る
五
十
一
名

の
新
入
生
の
皆
さ
ん 

ご
入
学
お
め
で
と
う
。
よ
う
こ

そ
緑
丘
中
学
校
へ
！ 

「
春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
丘
に
立
つ
」 

今
ほ
ど
、
担
任
の
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を

呼
ば
れ
、
背
を
真
っ
直
ぐ
に
伸
ば
し
た
姿
勢
に
、
し
っ

か
り
と
返
事
を
し
た
そ
の
声
に
、
こ
の
高
浜
虚
子
の
歌

の
よ
う
に
「
今
日
か
ら
緑
丘
中
の
生
徒
と
し
て
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
意
気
込
み
を
感
じ
、
本
当
に
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。 

中
学
校
の
三
年
間
は
、
長
い
人
生
の
中
で
も
、
最
も

伸
び
盛
り
の
、
大
切
な
時
期
で
す
。
一
日
も
早
く
中
学

校
生
活
に
慣
れ
、
充
実
し
た
毎
日
を
お
く
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
中
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り 

皆

さ
ん
に
三
つ
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
こ
の
緑
丘
中
学
校
の
校
訓
に
つ
い
て
で

す
。「
校
訓
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
緑
丘
中
学
校
の
大
き

な
教
育
目
標
で
あ
り
、
方
針
で
あ
り
、
建
学
の
精
神
で

す
。
本
校
の
校
訓
は
「
正
義
・
勉
学
・
友
情
」
で
す
。 

「
正
義
」
と
は
、「
人
の
道
に
か
な
っ
て
正
し
い
こ
と
、

正
し
い
行
い
を
遵
守
す
る
こ
と
」
で
す
。「
善
悪
」
の
「
善
」 

      で
も
あ
り
ま
す
。 

「
勉
学
」
と
は
、
「
学
問
に
励
む
こ
と
」「
熱
心
に
学

ぶ
こ
と
」
で
す
。 

「
友
情
」
と
は
、「
共
感
や
信
頼
の
気
持
ち
を
持
ち
あ

っ
て
、
お
互
い
を
肯
定
し
あ
う
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
」

で
す
。 

是
非
、
本
校
の
校
訓
で
あ
る
「
正
義
・
勉
学
・
友
情
」

を
大
切
に
し
、
有
意
義
な
中
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
こ
の
緑
丘
中
学
校
の
生
徒
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
も
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

は
、
本
校
第
五
十
一
回
目
の
入
学
生
で
す
。
こ
の
緑
丘

中
学
校
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
先
輩
が
築
き
上
げ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
伝

統
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
部
活
動
に
も
真
剣
に
取
り
組
み
、

「
文
武
両
道
」
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。
体
育
祭
や
文

化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

三
つ
め
は
、「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
、
あ
た
り
ま
え

に
徹
底
し
て
や
り
抜
く
と
い
う
」「
凡
事
一
流
」
に
つ
い

て
で
す
。「
時
を
守
り 

場
を
清
め 

礼
を
正
す
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

「
時
を
守
る
」
と
い
う
の
は
時
間
を
厳
守
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。 

「
場
を
清
め
る
」
と
い
う
の
は
、
掃
除
を
し
て
き
れ

い
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
校
で
は
「
黙
働
清
掃
」

と
い
う
の
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

「
礼
を
正
す
」
と
い
う
の
は
、
挨
拶
を
す
る
こ
と
、

返
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
校
で
は
「
立
ち
止

ま
っ
て
の
「
全
力
挨
拶
」「
全
力
返
事
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

爽
や
か
で
清
々
し
い
挨
拶
、
言
葉
づ
か
い
、
服
装
、

時
間
の
け
じ
め
、
掃
除
が
行
き
届
き
、
整
っ
た
教
室
や

廊
下
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
に
で
き
る

よ
う
に
、
自
分
の
こ
と
を
甘
や
か
さ
ず
、
徹
底
し
て
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
廊
下
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
ら

ひ
ろ
う
。
履
物
を
そ
ろ
え
る
。
小
さ
な
こ
と
や
わ
ず
か

な
こ
と
で
も
し
続
け
る
こ
と
が
や
が
て
は
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。 

今
日
か
ら
皆
さ
ん
は
、
チ
ー
ム
緑
丘
中
の
一
員
と
な

る
わ
け
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
後
ろ
に
控
え
る
二
・
三
年

生
の
先
輩
が
、
日
々
の
授
業
や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動

等
、
全
て
の
生
活
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
目
標
と
す
べ
き

緑
丘
中
生
徒
と
し
て
の
模
範
と
す
べ
き
姿
を
示
し
て

く
れ
ま
す
。
先
輩
に
見
習
い
、
未
知
な
る
自
分
の
可
能

性
に
向
け
、
全
力
で
駆
け
抜
け
て
く
だ
さ
い
。 

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様
に
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
、
大
切
な
お
子
さ

ま
の
ご
入
学
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

よ
り
、
皆
様
方
の
か
け
が
え
の
な
い
お
子
様
を
お
預
か

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
た
ち
教
職
員
は
、
生
徒

の
限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
、
生
徒
の
力
を
最
大
限
伸

ば
す
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
教
育
活
動
に
邁
進
し
て
い

く
覚
悟
で
す
。 

何
卒
、
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
ご
来
賓
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
ま
し
て
、
本
校
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

今
日
よ
り
明
日
、
明
日
よ
り
明
後
日
と
、
一
人
一
人

の
生
徒
が
、
そ
し
て
緑
丘
中
学
校
が
着
実
に
前
進
し
、

「
か
が
や
き 

き
ら
め
く 

緑
丘
中
」
と
な
る
よ
う
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
て

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

平
成
三
十
年
四
月
五
日 

校
長 

 

吉
木 

充
弘 

 
 

 
 

 

 
 

       

 

 

四
月
五
日
（
木
）
午
後
二
時
よ
り
、
本
校
第
一
体
育

館
で
入
学
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

担
任
の
呼
名
に
対
し
て
、
生
徒
は
元
気
よ
く
大
き
な

声
で
返
事
を
し
、
起
立
し
て
い
き
ま
し
た
。
制
服
の

凛
々
し
い
姿
に
保
護
者
の
方
の
感
激
も
ひ
と
し
お
で

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

学
校
長
の
式
辞
・
来
賓
祝
辞
の
後
、
在
校
生
を
代
表

し
て
生
徒
会
長
の
菅
野
愛
輝
さ
ん
が
歓
迎
の
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
「
緑
丘
中
学
校
の
生
徒
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
持
ち
、
互
い
に
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い

く
仲
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
三
年
間
を
充
実
し
た

も
の
に
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
学
校
生
活
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
生
徒
代

表
の
北
隆
平
さ
ん
（
若
山
小
出
身
）
が
「
緑
丘
中
学
校

の
生
徒
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
、
勉
強
に
励

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
し
ま

す
。
」
と
元
気
に
応
え
ま
し
た
。 

新
入
生
の
門
出
を
祝
っ
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
保

護
者
、
来
賓
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

       

 

新
学
期
始
ま
る
！ 

４
月
５
日
（
木
）
の
始
業
式
で
は
、
二
、
三
年
生
の

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。 

儀
谷
旭
翔
さ
ん
（
三
年
生
代
表
） 

①
学
習
で
は
、
受
験
生
と
し
て
ど
の
教
科
も
意
欲
的

に
取
り
組
む
。 

②
部
活
動
で
は
、
北
信
越
優
勝
を
目
標
に
、
つ
ら
い

こ
と
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
て
団
結
力
を
深
め

る
。 

③
最
上
級
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
け
じ
め
の
あ

る
行
動
を
す
る
。
ま
た
、
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
、
互
い
に
高
め
合
え
る
存
在
で
あ
り
た
い
。 

１０２呼名 

担任 道下 忠成 

新入生宣誓 

 新入生代表 北 隆平 

 山田 大誠 

緑
丘
中
学
校 

  

正義 

勉学 

友情 

校訓 

平成 30年 

 
 

〒927-1213 

珠洲市野々江町 

６の部１番地 

TEL 82-0250 

FAX 82-3199 

 歓迎の辞 

 在校生代表 菅野 愛輝 

来賓祝辞 

ＰＴＡ会長 

本谷 謙様 

１０１入場 

担任 湊口 楓 
わかば学活 

担任 佐小田弘道 



吉
田
千
夏
さ
ん
（
二
年
生
代
表
） 

①
学
習
で
は
、
甘
え
た
言
い
訳
を
せ
ず
、
そ
の
日
の

う
ち
に
復
習
す
る
。 

②
部
活
動
で
は
、
「
合
ト
レ
」
で
鍛
え
た
「
全
力
を

尽
く
す
こ
と
」
「
お
互
い
に
励
ま
す
こ
と
」
を
実

行
し
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
辛
い
こ
と
や
厳
し
い

こ
と
を
乗
り
越
え
た
い
。 

③
「
挨
拶
」
「
安
全
タ
ス
キ
」
「
黙
働
清
掃
」
に
お

い
て
「
凡
事
一
流
」
を
徹
底
し
た
い
。 

こ
の
決
意
は
生
徒
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
こ
の
決
意

を
一
年
間
忘
れ
ず
、
み
ん
な
で
実
行
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。 

四
月
六
日
（
金
）
、
校
長
室
に
お
い
て
新
入
生
五
十
一

名
に
対
し
て
、
珠
洲
交
通
安
全
協
会
と
珠
洲
署
か
ら
反

射
た
す
き
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
町
屋
会
長
と
馬
場
署

長
か
ら
、
安
全
の
た
め
に
下
校
時
の
着
用
を
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
代
表
の
才
門

さ
ん
と
番
匠
さ
ん
が
た
す
き
を
受

け
取
り
、
「
歩
い
て
い
る
と
き
も
、

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
も
こ

の
た
す
き
を
必
ず
着
用
し
ま
す
。
」

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事

故
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な

り
ま
せ
ん
。」
と
宣
誓
し
、
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。 

             

部
活
動
紹
介
式 

四
月
九
日
（
月
）、
部
活
動
紹
介
式

を
行
い
ま
し
た
。
新
三
年
生
が
中
心

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
の
練

習
を
実
演
・
紹
介
し
、
入
部
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
見
学
期
間
や
仮
入
部
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

部
活
を
楽
し
そ
う
に
見
学
・
体
験
す
る
一
年
生
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。 

二
十
四
日
（
火
）
に
部
活
動
発
足
式
を
行
い
、
本
格

的
に
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

・
完
全
下
校
時
間 

七
時
ま
で 

・
家
庭
学
習
の
時
間
を
決
め
る 

帰
宅
時
間
が
遅
く
な
る
の
で
、
宿
題
を
始
め
る
時
間

を
固
定
し
、
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 保

護
者
の
皆
様
に
は
、
お
子
様
が
し
っ
か
り
家
庭
学

習
で
き
る
よ
う
に
、
声
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                     

           

保
護
者
の
方
へ
の
お
願
い 

新
年
度
が
始
ま
り
、
保
護
者
の
皆
様
に
い
く
つ
か
お

願
い
が
あ
り
ま
す
。 

                          

 

校
長 

吉
木 

充
弘
（
若
山
町
） 

 
 

教
頭 

福
光 

 

明
（
輪
島
市
） 

◆
一
年
団 

湊
口 

 

楓
（
１

組

担

任
・
教
諭
・
正
院
町
） 

道
下 

忠
成
（
２

組

担

任
・
教
諭
・
蛸
島
町
） 

佐
小
田
弘
道
（
あ
お
ば
担
任
・
講
師
・
宝
立
町
） 

牧 
 

宜
伸
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
能
登
町
） 

渡
辺 

勇
太
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
野
々
江
町
） 

内
波 

景
子
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
宝
立
町
） 

◆
二
年
団 

鳥
井 

芳
一
（
１

組

担

任
・
教
諭
・
穴
水
町
） 

久
田 

倫
子
（
２

組

担

任
・
教
諭
・
能
登
町
） 

菅
原 

 

唯
（
わ
か
ば
担
任
・
講
師
・
穴
水
町
） 

新
川 

康
子
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
三
崎
町
） 

土
門 

い
と
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
正
院
町
） 

滝
口 

昂
陽
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
正
院
町
） 

藤
谷 

虎
夫
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
高
屋
町
） 

万
代
呂 

博
（
級 

 
 

外
・
講
師
・
蛸
島
町
） 

◆
三
年
団 

久
田
三
千
朗
（
１

組

担

任
・
教
諭
・
上
戸
町
） 

田
中
慎
之
介
（
２

組

担

任
・
教
諭
・
上
戸
町
） 

正
木 

晴
香
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
能
登
町
） 

奥 

由
佳
里
（
級 

 
 

外
・
教
諭
・
宝
立
町
） 

脇
田
真
里
子
（
養

護

教

諭
・
若
山
町
） 

濱
野 

友
子
（
栄

養

教

諭
・
飯
田
町
） 

◆
指
導
教
員
・
事
務
・
校
務
・
給
食
部
・
支
援
員 

上
結
謙
一
郎
（
指

導

教

員
・
能
登
町
） 

中
田 

晴
夫
（
指

導

教

員
・
能
登
町
） 

清
水 

文
恵
（
事

務

主

査
・
三
崎
町
） 

走
出 

政
彦
（
主
任
校
務
員
・
三
崎
町
） 

浅
田 

浩
伸
（
校 

務 

員
・
飯
田
町
） 

木
下 

弘
美
（
主
任
調
理
師
・
飯
田
町
） 

北
山 

雪
恵
（
調 

理 

師
・
三
崎
町
） 

前
田 

貞
子
（
調 

理 

師
・
野
々
江
町
） 

谷
内
口
幸
子
（
調 

理 

師
・
上
戸
町
） 

前
根
奈
々
子
（
調 

理 

師
・
三
崎
町
） 

岡
田
希
美
恵
（
支 

援 

員
・
正
院
町
） 

橋
本 

朋
子
（
支 

援 

員
・
飯
田
町
） 

中
川 

彩
美
（
支 

援 

員
・
若
山
町
） 

田
中 

彩
子
（
ス
ク
ー
ル･

サ
ポ
ー
ト･

ス
タ
ッ
フ

・
飯
田
町
） 

◆
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

 

橋
元 

繁
幸
（
野
々
江
町
） 

◆
図
書
館
司
書 

 

浦 

は
る
み
（
正
院
町
） 

◆
Ａ
Ｌ
Ｔ 

 

ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ブ
ロ
ン
ダ
ー
・
ヒ
レ
ル 

緑
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 

学
級
懇
談
会 

平
成
３０
年
４
月
２７
日
（
金
） 

午
後
７
時
～ 

２
階
多
目
的
室 

 

 日 曜 行　　　事

23 月

24 火 ・部活動発足式

25 水 ・尿検査

26 木 ・自転車防犯キャンペーン

27 金 ・PTA総会，学級懇談

28 土

29 日 昭和の日

30 月 振替休日

1 火 ・交通指導

2 水 ・学級討議

3 木
憲法記念日
・大谷川鯉のぼりフェスティバル

4 金 みどりの日

5 土
こどもの日
・奥能登剣道大会

6 日

7 月 ・生徒会役員会（委員長，代議員）

8 火

9 水 ・3年生内科検診

10 木
・PTA交通指導
・1年生歯科検診

11 金

12 土 ・市中学校夏季大会

13 日 ・市中学校夏季大会（予備日）

14 月

15 火

16 水

17 木 ・耳鼻咽喉検診

18 金 ・生徒総会

19 土

20 日

4
月

5
月

◇
心
を
落
ち
着
か
せ
て
朝
読
書
に
向
か
う
た
め
に
、 

８
時

分
ま
で
に
玄
関
に
入
る
よ
う
に
登
校
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。 

◇
登
下
校
時
の
反
射
た
す
き
、
自
転
車
通
学
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。 

◇
携
帯
電
話
や
音
楽
機
器
、
お
菓
子
等
、
学
校
に
不
要
な

も
の
は
、
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
。 

◇
自
家
用
車
で
お
子
様
を
送
迎
す
る
場
合 

・
朝
、
送
る
と
き
は
登
校
坂
手
前
で
下
ろ
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
危
険
な
の
で
路
上
で
の
乗
り
降
り

は
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
下
校
時
の
迎
え
の
待
ち
合
わ
せ
は
、
校
門
前
、
プ
ー

ル
横
、
健
民
体
育
館
等
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
校
門
の
中
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
生
徒
の
出
入
り
が

あ
る
た
め
、
安
全
の
た
め
入
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

寄
付
の
報
告 

 

こ
の
度
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
新
調
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
保
護
者
の
紅
谷
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
同
様
、
気
持
ち
も
新

た
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
こ
の
厚
意

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
県
大
会
優
勝
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 


